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第６章 文化財の保存・活用へ向けての取組 
前章にあげた基本方針に基づき、将来像実現に向けての取組を提示します。 

取組は、方針１～１２の項目に分けて実施し、文化財の保存と活用における具体的な活動の前

進を目指します。 

事業の実施にあたっては、市費の他、県費、国庫の補助交付金(文化財補助金・新たな地方経

済・生活環境創生交付金等)を有効に活用する他、その他民間資金等の活用や文化財をコンテ

ンツとした経済活動への支援を検討し、持続可能な文化財保護体制の構築を目指します。 

取組主体は、次のとおりに区分し、事業ごとに整理して付記します。 

 

□行 政（行）：行田市(文化財保護課・郷土博物館を中心とする各関係部局) 

国・埼玉県(文化庁・埼玉県教育委員会を中心とする各関係部局) 

□文 化 財 所 有 者（所）：文化財を所有・管理する個人・団体  

□団 体（団）：文化財に関わる民間活動団体、学校を含む各種団体、民間事業者等  

□市 民（民）：市内に住所を有する人、市内に通勤又は通学する人  

             本市に観光に訪れた人、本市に多様に関わる人  

 

取組期間は、前期（令和７（２０２5）年度～令和１０（２０２8）年度）・中期（令和１１（２０２9）年度

～令和１3（２０３1）・後期（令和１4（２０３2）年度～令和１6（２０３4））と３期に区分して設定しまし

た。各期において取組の成果を振り返り、必要に応じて修正を行いながら本計画の前進を図りま

す。 

本計画開始時点における新規事業は「○」で準備期間と開始年度を表します。すでに開始され

ている常に取り組むべき恒常的事業は「恒常」と表し、準備が整った後、継続的に事業実施する

期間は「➡」で表しました。方針１～１２に分類した各取組は、事業によっては並行的に進め、重層

的に文化財の保存・活用の厚みを生み出していくことを目指します。特に「継続」として記載され

ている基礎的な事業については、関連する取組の進行により、他の取組との相乗効果を生み、よ

り充実していくことを企図しています。 
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方針１～３ 文化財を把握するための取組  

 

「文化財を把握する」方向性に基づき、「文化財の所在を把握し(方針１)、調査を行い (方針

２)、相互の関係を把握する(方針３)」ための取組を行います。 

 

方針１ 「文化財の所在を把握する」ための取組 

 

 

方針２ 「文化財について調査する」ための取組  

 

 

方針３ 「文化財相互の関係を把握する」ための取組  
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方針４～７ 文化財を守り伝えるための取組 

 

「文化財を守り伝える」方向性に基づき、「文化財の価値を確立し、(方針４)、文化財を保存し 

(方針５)、継承し(方針６)、その価値を発信する(方針７)」ために取り組みます。 

 

方針４  「文化財の価値を確立する」ための取組  

 

 

方針５ 「文化財を保存する」ための取組  
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方針６ 「文化財を継承する」ための取組  

 

方針７ 「文化財の価値を発信する」ための取組
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方針８～１０ 文化財を活用するための取組  

 

「文化財を活用する」方向性に基づき、「文化財の魅力と価値を向上させ (方針８)、 多様な

関わりによる文化財の活用をはかり(方針９)、新たな価値づけによる活用をはかる(方針１０)」こ

とに取り組みます。 

 

方針８  「文化財の魅力と価値を向上させる」ための取組 
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方針９ 「多様な関わりによる文化財の活用をはかる」ための取組  

 

 

方針１０ 「文化財の新たな魅力を掘り起こして活用をはかる」ための取組  
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方針１１～１２ 地域の歴史文化を育むための取組  

 

「地域の歴史文化を育む」方向性に基づき、「文化財の保存・活用を通したシビックプライドを

育み、(方針１１)、豊かな暮らしと地域の文化を創出する(方針１２)」ことに取り組みます。 

 

方針１１ 「文化財の保存・活用を通したシビックプライドを育む」ための取組 

 

 

方針１２  「豊かな暮らしと地域の文化を創出する」ための取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


